
明石海峡でジギング！ タチウオパターンの青物を狙え！
              / 四季の釣り2014年 11月 28日OA

兵庫県の明石海峡で船からジギングで青物を狙いました。フィッシングアドバイザーはシャウトの小野誠さん。明石海峡は青物のベイトとなる小魚が豊富な海
域で、この時期はメジロやブリそしてサワラなどが回遊している。今回の主なベイトは小さいタチウオだと言うことで、ジグはシルバー系のロングジグを選択。 
ボトム付近を中心にアクションしていると次々にヒット。サワラ・シオ・メジロ・ブリなど狙いのターゲットが姿を見せてくれました。番組では必要なタック
ルや釣り方のポイントなども詳しく解説しています。
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■明石市　魚英：078-917-1285

■ランス

「ランス」は、槍＝Lanceのごとくまっすぐ突き進むア
クションが特徴のロングジグ。スライドアクターのよう
なキレのある横方向へのロングダートではなく、あえて
縦方向への突き上げと失速を狙った。これは遊泳力の低
いイカナゴ（オオナゴ）やタチウオの幼魚が逃げ惑うア
クションと一致する。失速後はステイゆずりの「喰う間」
を演出。時にはロールアクションを伴わない静止してい
るかのようなフォール姿勢でターゲットをバイトさせ
る。暴れすぎない上げと下げの挙動とその後に魅せる失
速はスローピッチでもハイピッチでもあらゆるターゲッ
トを魅了する。

■セデュース　ステイ&ジャーク
ジギングの真髄を知る。シャウト！の経験を全て注ぎ
込んだ魂のブランクス。中型青物をターゲットとした
近海ジギングベーシックモデル。ミディアムウェイト
のステイを駆使してテクニカルにステイ＆ジャークを
繰り返し、「喰う間」を演出するのに最適。ハイプレッ
シャーな近海において。青物を誘いきるための繊細な
操作性。

■シングルスパーク
まず掛ける！始まりはそこから。 フッキン
グ率最優先型アシスト！細軸軽量のス
パークフックを使用した近海用アシスト
フック。マダイからブリまで幅広いター
ゲットを対象にしたフックサイズをライ
ンナップ。クダコやダブルバーブよりも
強度は劣るものの、細軸軽量のためフッ
キング率は高い。タックルバランスを考
慮して使いこなせば、抜群のフッキング
性能を堪能できる。

フィッシングアドバイザー
シャウト：小野誠

PE：3号

リーダー：
フロロ８～12号
（3~4.5m）

ジグ : ランス 160～300g

ジグ : ランス 160～300g

リーダー：
フロロ８～12号
（3~4.5m）

PE：3号

ジギング用
ベイトリール

スピニングリール
#3000~3500
        or
#5000~6000

●ベイトタックル ●スピニングタックル


